
汚
さ
な
い
み
ん
な
の
水
だ
最
上
川　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

水
モ
レ
は
ど
こ
だ
ど
こ
だ
べ
オ
ラ
知
ら
ぬ　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

蒸
し
暑
い
水
分
補
給
忙
し
い　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

名
水
に
行
列
並
び
水
筒
手
に　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

水
田
を
小
蛙
自
由
に
泳
い
で
る　
　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

川
柳
は
ひ
と
ひ
ね
り
だ
ろ
と
水
さ
さ
れ　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

今
わ
か
る
「
水
・
空
気
・
妻
」
の
あ
り
が
た
さ　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫　
　
　
　
　
　
　

先
達
の
努
力
に
感
謝
諏
訪
の
水　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

万
物
の
宝
と
恐
怖
水
の
性　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

茶
う
ま
さ
引
き
出
し
て
居
る
水
の
味　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

マ
ン
タ
ン
の
風
呂
に
入
れ
ば
流
れ
水　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝　

健
次
郎

紫
陽
花
の
水
面
に
映
え
る
美
し
さ　
　
　
　
　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ

花
野
菜
猛
暑
日
続
き
水
欲
し
や　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

水
の
家
で
三
味
の
音
酌
で
菖
蒲
の
鮎　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

ひ
ま
ご
た
ち
タ
ラ
イ
の
プ
ー
ル
で
水
泳
ぎ　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

森
づ
く
り
百
年
後
も
水
つ
く
る　
　
　
　
　
　

つ
く
ば　

斎
藤　

靖
夫

参
道
に
打
ち
水
打
っ
て
夕
涼
み　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

水
田
の
稲
の
緑
に
夏
が
来
る　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

清
流
の
水
面
に
梅
花
藻
時
間
忘
れ　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

打
ち
水
に
水
車
の
音
が
気
も
ち
良
い　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

若
肌
に
水
滴
一
つ
は
じ
け
出
す　
　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

正
直
が
過
ぎ
た
水
分
腹
こ
わ
し　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

栃
窪
の
湧
き
水
湧
か
し
コ
ー
ヒ
ー
を　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

人
生
を
水
の
流
れ
に
例
え
観
る　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

料
亭
の
庭
の
打
ち
水
涼
や
か
に　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
こ

名
水
を
飲
む
の
を
忘
れ
二
里
戻
る　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

滾
々
と
清
水
湧
く
ご
と
力
活
く　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敬
子

沢
水
の
は
し
る
瀬
に
ご
る
雨
あ
が
り　
　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敏
子

清
水
湧
く
古
里
だ
け
ど
過
疎
進
み　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　

努

雲
の
峰
木
立
し
潤
し
青
田
風　
　
　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

水
が
な
く
火
災
現
場
で
命
が
け　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

し
ら
た
か
の
清
水
は
徳
に
お
い
し
い
よ　
　
　

ふ
じ
み
野 

 

村
上　

桂
造

水
の
音
妻
が
い
る
っ
て
い
い
も
ん
だ　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

水
清
し
最
上
の
早
瀬
鮎
躍
る　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

湧
き
出
水
橅
水
林
だ
コ
レ
ウ
マ
イ　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

湧
水
を
手
で
掬
い
飲
む
遠
き
日
に　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

次
回
「
人
」
九
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
明
日
」
十
月
二
十
五
日
ま
で
。

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
企
画
政
策
課
情
報
係
　 

宛

　町報川柳　― 水 ―　　 

　また、２年
と半年を本校
で過ごした３

夏
に
思
う 

－

新
た
な
人
材
育
成
を
目
指
し
て

－

　「夏休み」初めには、ほとんどの高等学校
で補習や講習が計画され、実行されています。
まして、進学志望となればなおさら計画と実
行が試される夏となります。本校においても
３年進学志望者に対して一週間の講習期間を
設け、３教科（国・数・英）の学習の手助け、
指針となるように講習を実施しました。また、
平成 28年度入学生からは系列を見直し、進
学希望者向けの文理総合系列では５教科を中
心に幅広い学力を身につけさせ、更に手厚い
指導ができるよう検討を重ねています。

荒高掲示板 
～県立荒砥高等学校～

年生にとっては、いよいよ自己の目標に向け
てのチャレンジの時期となります。上記の
キャリア学習に加えて部活動や学校行事で
培った様々な力を結集して、合格を勝ち取っ
てもらいたいと願っています。

　本校は、例年どおり今年も就職率１００％
堅持を目指しています。就職希望の生徒に対
しても、１年次から職業観の育成や活躍する
社会人講師を招

しょう

聘
へい

し講話をいただいていま
す。２年次には地域の企業の皆様のご理解と
ご協力の下、９月に就業体験を実施させてい
ただきます。３日間の予定ですが、様々な厳
しさや新たな発見、息を飲むような驚きの体
験をしてほしいと思います。

　このように、進学希望者も就職希望者も、
今を見つめ、将来を見据えて、全体を俯

ふ

瞰
かん

で
きる人間を育てたいと考えています。現在グ
ローバル化がキーワードです。グローバル化
の中でいかに地方創世に活躍できる人材を育
成するかが問われています。地元を支える人
材育成、地元のリーダーとなれる人材育成な
ど様々な人材が求められているこの社会で、
生きていける人材を育ててまいります。夏は、
地域に支えられている本校としての責任感を
再確認する時期でもあります。今後ともよろ
しくお願いいたします。
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